
　
　
　
箪
八
巻
　
　
紹
　
　
介

　
　
麟
緻
婦
帝
騒
漱
考
古
學
研
究
報
告
第
七
冊

　
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
考
古
學
教
室
よ
り
今
般
考
古
學
研
究
報

告
第
七
冊
を
登
行
し
た
る
が
、
這
回
は
石
器
降
代
の
慧
跡
若
し
く

は
古
墳
の
研
究
ε
は
頗
る
其
の
趣
を
異
に
し
、
歴
史
時
代
の
考
古

學
特
に
日
本
に
於
け
る
「
基
督
教
考
古
畢
」
し
も
置
く
可
き
題
目
を

主
．
こ
し
た
る
も
の
な
り
。
郎
ち
新
村
博
士
は
擁
津
高
槻
在
東
藤
次

郎
氏
所
藏
の
シ
ヤ
ヴ
イ
エ
ル
聖
断
異
観
蠣
利
璽
＋
難
壁
義
麟
、
耶

蘇
礫
刑
木
像
を
は
じ
め
メ
ダ
ル
類
よ
の
、
吉
利
支
丹
教
義
の
抄
物

に
就
き
て
、
精
到
な
る
研
究
を
獲
表
せ
ら
れ
、
新
村
濱
田
爾
博
士

は
京
都
潮
田
附
近
謬
見
の
切
支
丹
墓
碑
約
十
基
に
就
き
て
之
を
記

述
し
、
其
の
形
式
記
銘
を
論
じ
、
且
つ
芝
繋
寺
ぐ
」
其
の
墓
地
に
言

属
せ
ら
れ
、
叉
た
濱
歯
博
士
ε
梅
原
氏
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
敏
名

合
字
入
の
鞍
ミ
南
蟹
人
給
鞍
ミ
に
就
き
て
、
工
種
の
強
物
を
比
較

し
て
記
述
を
試
み
ら
れ
た
り
。
臨
版
は
木
版
彩
色
岡
こ
葉
の
外
、

破
新
版
石
版
等
約
四
十
葉
に
近
く
、
日
本
に
於
け
る
切
支
丹
に
驕

す
る
研
究
者
に
取
っ
て
最
も
重
要
な
る
実
料
を
提
供
せ
る
も
の
ミ

云
ふ
べ
く
，
熱
演
附
鋒
の
日
本
智
見
銅
鉾
銅
翻
銅
鍛
聚
成
表
及
囲

は
考
古
學
者
に
取
り
て
鋏
く
べ
ら
ざ
る
資
料
た
る
べ
し
。
（
岩
波
書
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拷
糞
賓
、
定
儂
五
、
○
○
）

　
　
⑳
金
海
蘭
塚
資
掘
調
査
報
告

　
大
正
九
年
度
古
蹟
調
査
報
告
－
こ
し
て
朝
鮮
総
督
府
よ
り
最
近
出

版
さ
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
慶
爾
算
道
金
海
考
課
海
の
該
貝
塚
は

早
く
介
西
、
黒
板
、
鳥
居
の
諸
博
士
の
調
査
を
繰
た
る
も
の
な
る

が
、
這
圓
の
報
告
書
は
更
に
大
正
九
年
度
に
濱
雌
博
士
、
梅
原
末

治
函
氏
の
嚢
掘
…
調
」
沓
｝
し
た
る
結
越
畑
よ
を
録
せ
る
も
の
な
り
。
太
∴
久
六

〇
頁
、
圏
版
五
十
五
面
、
挿
識
＋
四
葉
、
其
の
内
容
は
慧
蹟
、
懇

物
考
説
の
三
章
に
分
ち
、
更
に
者
節
を
設
け
て
詳
細
に
論
蓮
す
る

所
あ
り
。
附
表
S
し
て
朝
鮮
石
器
時
代
及
金
石
並
翼
翼
癒
物
礎
兄

要
覧
を
掲
げ
、
附
録
－
こ
し
て
金
海
員
塚
出
土
常
駐
調
査
報
告
（
理

學
博
士
松
太
彦
七
郎
氏
）
を
以
て
し
た
り
。
該
貝
塚
の
二
十
尺
に

上
る
貝
暦
に
於
て
濱
田
博
士
は
分
暦
的
獲
掘
の
結
果
、
上
下
暦
に

飼
等
蒸
物
の
署
し
き
相
建
を
認
め
す
、
其
の
餓
土
遣
物
ミ
し
て
観

部
式
、
彌
生
式
、
素
焼
武
の
三
種
の
土
器
回
外
に
、
骨
角
製
の
刀

子
柄
、
告
種
尖
頭
器
、
石
器
、
軍
器
、
貨
泉
、
玉
類
の
多
種
を
出

し
、
殊
に
王
芥
の
細
細
の
智
見
は
該
貝
塚
の
絶
封
年
代
を
想
定
す

る
に
重
要
あ
る
資
料
を
供
給
せ
り
。
斯
く
て
著
者
は
貸
泉
、
教
璃

、



、

製
王
器
の
支
那
丈
化
こ
の
昔
語
を
語
ら
し
む
る
轡
型
、
鐡
器
、
焼

米
、
牛
馬
骨
導
の
急
騰
は
此
の
貝
塚
築
成
人
が
既
に
牟
ば
農
耕
時

代
に
入
れ
る
を
知
る
も
の
に
し
て
所
謂
、
金
石
並
用
期
に
厩
す
る

も
の
あ
る
こ
、
こ
を
明
に
し
、
該
貝
塚
築
成
の
民
族
ば
彼
此
の
比
較

研
究
に
よ
り
て
任
那
古
墳
築
成
人
の
組
を
な
せ
る
も
の
な
ら
ん
ぐ
」

推
せ
ら
れ
た
り
之
を
要
す
る
に
該
貝
塚
が
軍
に
南
鮮
の
圃
貝
塚
－
こ

し
て
の
意
義
に
止
ら
す
し
て
貝
塚
構
成
の
縄
鋤
年
代
は
文
化
、
人

種
等
に
於
い
て
内
地
の
後
期
石
器
時
代
即
ち
彌
生
式
系
統
の
も
の

ε
密
接
な
る
覆
蔵
を
有
す
る
黙
に
於
て
該
調
査
報
告
の
償
値
一
算

大
な
る
も
の
あ
る
を
蜷
ゆ
。
（
似
玉
堂
獲
費
定
慣
五
、
O
O
）

　
　
騨
石
川
縣
史
陵
名
勝
調
査
報
告
　
雛
一
韓

　
加
賀
能
登
繭
國
の
吉
幽
晦
蹟
を
含
む
該
報
告
書
第
一
輯
が
石
川

縣
よ
り
搬
行
し
た
る
が
其
の
内
容
は
本
文
七
十
六
頁
、
三
十
一
葉

の
岡
版
ミ
士
二
葉
の
實
測
面
ざ
を
以
て
し
、
石
器
、
古
墳
の
爾
編

に
分
ち
て
卵
管
し
た
り
。
前
者
に
於
て
は
就
中
、
白
岡
海
沿
岸
の

砂
丘
の
追
跡
を
響
け
た
る
は
丹
後
醜
平
等
の
癒
蹟
ざ
共
に
砂
丘
の

地
理
的
研
究
に
興
味
あ
る
も
の
な
り
。
後
者
に
て
は
編
者
上
田
三

帰
氏
の
獲
見
に
か
・
る
勅
使
村
の
法
皇
山
横
穴
群
の
も
の
を
主
・
こ

第
入
王
　
　
嚢
　
　
報

ず
べ
く
、
墓
制
事
忌
上
の
好
資
料
ご
す
べ
し
、
其
他
一
々
の
強
蹟

竪
物
に
就
き
て
は
精
密
な
る
實
測
圃
S
圖
版
ミ
に
待
っ
て
窺
ふ
べ

く
櫛
編
考
が
襲
に
薦
井
縣
に
於
て
上
下
二
冊
を
唐
7
0
成
し
た
る
努
力

は
叉
た
本
書
に
見
る
べ
し
、
た
攣
慧
憾
ミ
す
る
は
遣
跡
分
布
地
國

類
の
挿
入
な
き
爲
に
特
に
翠
煙
の
如
き
地
形
の
も
の
に
て
は
本
丈

其
他
噛
こ
の
封
照
に
明
瞭
を
響
く
鮎
な
り
。
さ
れ
㍗
ご
近
時
所
謂
裏
日

本
に
於
け
る
古
代
遣
繰
の
照
々
究
明
さ
れ
勢
ひ
鋤
簾
の
諸
國
ミ
の

交
渉
を
云
々
せ
ら
る
遇
時
に
塗
り
本
書
の
公
に
せ
ら
れ
た
る
こ
ε

は
斯
界
の
爲
慶
賀
す
べ
き
こ
ざ
な
り
。
（
石
川
縣
品
行
、
非
費
晶
）

〔
以
上
島
田
〕

彙

報

　
　
醗
京
都
絵
具
大
學
講
演
會

　
京
都
帝
國
大
學
主
催
第
十
四
回
講
演
會
は
來
八
月
一
日
よ
り
八

日
ま
で
の
間
、
京
都
帝
國
大
堺
に
於
て
開
催
さ
る
・
筈
で
あ
る
が

講
演
題
目
中
、
歴
史
及
び
地
理
に
關
係
あ
る
も
の
は
左
の
通
り
。

な
ほ
聴
講
希
望
者
は
七
月
二
十
日
ま
で
に
同
會
宛
に
申
込
ま
る
べ

第
三
號
　
　
一
五
三
　
（
五
一
五
）


